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令和２年１月定例教育委員会会議録 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

（１）日 時 令和２年１月１７日（金曜日） 

開 会 １４時３０分 

閉 会 １５時００分 

（２）場 所 直方市役所 ５階 第５０３・５０４会議室 

 

２．出席者及び欠席委員の氏名 

（１）出席者 

教育長 山本栄司 

教育委員 山内健  教育委員 澁谷昌樹  

教育委員 中野昭子 教育委員 阿部英子 

 

３．会議に出席した者の氏名 

（１）事務局 

  教 育 部 長 安永由美子 

  教育総務課長 熊井康之、学校給食係長 宮崎達生 

  学校教育課長 川原国章、学校教育課管理主事 大塚泰信 

学校教育課指導主事 村上善道 

 

（２）書 記 

   教育総務課長 熊井康之 

 

４．会議次第 
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○山本教育長 

  まず、皆さん、新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろ

しくお願いいたします。 

  まず教育長の報告のほうからさせていただきます。 

  １２月１６日の月曜日からです。１２月定例教育委員会を実施しておりま

す。このときに新しく阿部委員様が就任いただいたということです。 

  総合教育会議第２回目をこのときに実施しております。総合教育会議第３

回目が、本日この後行われる予定となっております。 

  １７日、火曜日、不祥事防止対策検討委員会、そして臨時校長会議のほう

を実施いたしました。臨時校長会議のほうでは、まず不祥事防止につきまし

て、私のほうから校長への指導を行いました。その後、令和２年度の人事に

当たっての説明といった内容で実施いたしました。 

  １８日、水曜日、部活動外部指導者選考委員会を実施しております。 

  それからずっと飛びまして、１２月２５日の水曜日、県知事訪問が直方市

で実施されました。最初に大和青藍高校の調理部が行っております高校生レ

ストラン｢たくみのたまご｣、こちらのほうで昼食をとりまして、その後、市

の概要説明、そして場所を移しまして汽車倶楽部、それから石橋製作所、そ

して直方北九州自転車道、そして最後に遠賀川の水辺館といった順序で視察

をいたしたところでございます。 

  年末年始を挟みまして、１月７日の火曜日、直方商工会議所の新春挨拶会、

直方商工会議所のほうで実施されております。こちらのほうに出席しており

ます。 

  ９日、木曜日、定例校長会。そして教育長面談ということでこの日から９

日、１０日、１４日に分けて校長の面談を実施いたしております。ここでも、

前年末に起こりました福岡県の中学校教員の覚醒剤で逮捕されるといった件

を受けまして、不祥事防止についての指導、それから業績評価、それから人

事に当たっての意見聴取といった内容の面談を実施いたしております。 

  同日、教育論文表彰、北九州教育事務所のほうで実施されまして表彰式の

ほうに参加いたしましたが、直方市からは小学校の教諭３名が論文で受賞を

しております。 

  １０日、金曜日、部落解放同盟直方市協議会の新年旗開き、直方市中央隣

保館で実施されまして、出席いたしております。市長、副市長も出席されて

おりました。 

  同日、直方青年会議所新春挨拶会、会場は直方エクセレントガーデンで実

施をされ、出席をしております。 

  １２日、日曜日、直方消防出初め式、それから令和２年度の成人式が実施
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されました。出初め式のほうは、直方市消防本部前河川敷駐車場にて、小雨

決行という文字どおりの実施になりました。昼からは雨も上がりまして、成

人式ということで、ことしの成人式は非常に落ちついた形で、のぼりが一本

もなかったといったような成人式でございました。この消防出初め式、成人

式ともに、麻生副総理のほうが出席されまして、御挨拶をいただいたという

ところでございます。 

  １５日、水曜日、県教育委員会との意見交換会を実施いたしました。中身

は三本、小学校英語専科教員の配置について、教育の情報化について、そし

て三つ目が運動部活動の適切な運営について、この三つの内容で県との意見

交換を実施いたしました。 

  翌日１６日、事務所のほうにおいて教育長会議が入っております。 

  １７日、金曜日、本日ですが、学力向上フォローアップ訪問ということで、

直方西小学校が対象校となってございます。授業参観と、教育事務所からも

指導をいただいております。西小学校のほうは非常に落ちついた雰囲気で学

習授業も行われている状態でございました。 

  そして、定例教育委員会、この後、総合教育会議が予定されております。 

  裏面にいきまして、１月２２日の水曜日、保幼小中高連携推進協議会運営

委員会、こちらが予定されております。 

  ２３日、木曜日、ＡＬＴの業務委託業者選考委員会。 

  ２４日、金曜日、小中一貫教育推進本部会の予定です。 

  ２７日、月曜日、教育要望に関する福岡県教育庁訪問ということで、県庁

に要望に行く予定となっております。 

  最後でございます。２９日、水曜日、直方市民文化祭の実行委員会が行わ

れる予定となっております。 

  以上、１２月教育委員会行事報告ということで報告をさせていただきまし

た。何か御質問等ございましたらお願いいたします。 

  よろしいでしょうか。それでは、議案のほうに進ませていただきます。 

  議案第３７号、直方市児童生徒就学援助規則の一部を改正する教育委員会

規則について、学校教育課長、お願いします。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  資料１になります。議案第３７号、直方市児童生徒就学援助規則の一部を

改正する教育委員会規則について、提案理由、直方市教育委員会事務委任規

則第２条第２号の規定により提案するものであります。 

  説明を新旧対照表の５ページからになると思います。よろしいでしょうか。 

  改正の理由が二点ありまして、一点が小学校給食の公会計化による改正で
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す。第９条、下線を引いていますけれども、小学校の給食費が公会計化にな

るために、この場合において、被援助保護者が学校給食費を除く援助金につ

いて、請求、受領または返納に関する一切の事務を児童生徒の在学する学校

長に委任するときは、当該学校長を経て援助金を支給することができるとし

て、２に、教育委員会は、被援助保護者が小学校の学校給食費に係る援助金

について、請求、受領または返納に関する一切の事務を直方市長に委任する

ときには、直方市長を経て小学校の学校給食費に係る援助金を支給すること

ができるという形です。３は、教育委員会は、被援助保護者が中学校の学校

給食費に係る援助金について、請求、受領または返納に関する一切の事務を

直方市学校給食会会長に委任するときは、直方市学校給食会会長を経て中学

校の学校給食費に係る援助金を支給することができるというふうに改正して

おります。４では、当該学校長に加えて直方市長が加わっております。 

  裏をごらんください。もう一つの改正の理由が、就学援助費の国の基準が

変更になりましたので、１２月議会で補正を組んで、新入学児童生徒学用品

費、これが１万円ずつ増加しておりますので改正しております。その他の項

目も上がるんですけれども、３月議会で承認をいただいて、３月の定例教育

委員会で再度提案させてもらうという形です。以上です。よろしくお願いし

ます。 

 

○山本教育長 

  今、学校教育課長のほうから、第３７号について提案がございましたが、

何か御質問がございましたらお願いいたします。 

  よろしいですか。では、賛成の場合は、挙手をお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  ありがとうございます。議案は以上でございますので、協議事項のほうに

移らせていただきます。 

  まず、卒業証書授与式における教育委員会告辞について、学校教育課長、

お願いします。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  教育委員会告辞、小学校の卒業式、中学校の卒業式について、資料２－１

と資料２－２になります。 

  まず、小学校のほうからこれを作成した意図を説明させていただきたいと
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思います。 

 

○学校校教育課指導主事（村上善道） 

  教育委員会告辞、小学校卒業式について、資料２－１をごらんください。 

  この意図について、本年度は自分の夢を持ち、夢を実現するために自分が

やるべきことを考え、努力を続ける大切さを伝えるために、ラグビーワール

ドカップで活躍した福岡県出身の福岡堅樹さんに視点を当て作成したところ

でございます。以上でございます。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  中学校について説明します。中学校では、全ての学校で「大地讃頌」を卒

業の歌として歌っております。中学校の授業の中では「大地讃頌」の意味と

いうことについて実際のところ授業では特に説明はしておりません。実際の

ところ、なぜ「大地讃頌」を歌うようになったのかというのを退職された先

生方に聞いて、歌うようになった背景とか歌に込めた内容とかを調べること

で、子供たちがどういうふうな思いと作者の思いを重ねて歌うだろうかとい

うところを意図してこの文章をつくりました。以上です。 

 

○山本教育長 

  卒業証書授与式における告辞の中身ですが、小学校のほうがラグビーワー

ルドカップの福岡堅樹選手のことについて、中学校は「大地讃頌」を取り上

げてということですが、質問がありましたらお願いします。 

 

○山内委員 

  例年、この会は、テーマはこれでいいかという確認の場で、文章の細かい

部分は次回に譲るとしていたと思いますが、それでよろしいでしょうか。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  山内委員が言っていただいた流れで考えております。 

  ただ、細かい部分も含め言っていただいて、１月、２月と２回確認させて

いただけると助かります。 

 

○山内委員 

  個人的な意見ですけれども、小学校はいいと思います。中学校の「大地讃

頌」は、子供たち卒業生が歌う歌だから、とても身近で目の付け所としては

とてもいいと思います。 
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ただ、「大地讃頌」の背景はずっと説明してありますが、その説明をする

ことが今後の子供たちの人生とか将来をどのように励ましているのかという

ところとの結びつきがとても弱いと思います。そこをもう少し膨らましたほ

うが、テーマとのかかわりで言えばいいと思います。真ん中下の「このよう

に「大地讃頌」は」という段落がありますが、ここら辺が中心になってくる

だろうと思いますが、わずか３行ぐらいで終わっている。次の段落は、例年

含まれている段落なので新しく書き加えたものではない。そうすると、その

３行の段落がここで「大地讃頌」の背景を説明したことの意義づけが出てく

ると思います。ここをもう少し深めないと聞いている子供たちは、そういう

背景なんだね、そうなんだねというところで終わってしまうと思います。以

前、「旅立ちの日」という歌をテーマとした時と同様に、そうなんだね、そ

んな歌なんだねという提案がなされたと思います。その時は、もっと深めて

子供たちの卒業との絡み、将来にかかわる絡みを深めていったと思います。

そういう視点のほうが、せっかくこれだけ背景を説明しているけれども、聞

いた意義が子供たちに余り残らないのではないかなというのが印象です。よ

く調べているのでもったいないと思う。意義づけ、価値づけのところを深め

るとこができたら、子供たちにとってはとても身近でいいテーマだと思いま

す。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  ありがとうございます。 

 

○山本教育長 

  中学校の「大地讃頌」のほうに意見が出ておりますが、この「大地讃頌」

のほうに関して、ほかに質問はないですか。 

  

○澁谷委員 

  今言われた内容とほぼ一緒なのですが、同じように小学校のほうも、もう

少し簡素化していただきたいのと、流れをちょっと締めていただきたいなと

感じます。小学生に対しては、結構難しい言葉が使われているなと思います。

もう少し具体的にわかりやすくされたほうがいいかなと思っております。 

 

○山内委員 

  私も、小学校については、長すぎるかなと思います。 
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○澁谷委員 

  小学校はもう少し短く詰められてもいいと思います。福岡さんが頑張った

経緯の部分をもう少し整理してもらったらいいんじゃないかと思っています。 

   

○学校校教育課指導主事（村上善道） 

  ありがとうございます。 

 

○山本教育長 

  ほかはよろしいですか。では、テーマのほうは小中ともにこれでいいとい

うことで、内容については、今の意見をもとに修正を加えて、再度、見ても

らいたいと思います。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  修正分を２月の定例教育委員会の前に皆さんに見ていただいて、２月定例

教育委員会で再度意見を聞かせていただきたいと思います。 

 

○山本教育長 

  では、その段取りで進めていただきます。よろしくお願いいたします。 

  では、協議事項の二つ目に移ります。中学校給食の検討会議について、お

願いします。 

 

○学校給食係長（宮崎達生） 

  事前にお配りさせていただいた直方市立中学校給食実施方針と、今日お配

りさせていただい令和元年度の中学校給食の喫食率をご覧ください。 

  直方市の中学校給食実施方針、平成２８年２月改訂とございますけれども、

これに基づいて現在、中学校給食が実施されております。平成２６年に中学

校給食の実施方針は出ましたけれども、改訂がなされて、現在の校外調理委

託で各中学校へ配送して弁当箱にて配膳、家庭からの弁当持参も認める選択

制となっております。 

  平成２９年９月の開始からもう２年半ほどたち、委託契約期間は５年間と

なっていますので、２年半ぐらい後には委託期間が切れますので、そろそろ

今現在の中学校給食の総括と、今後の中学校給食のありかたについての検討

会議を開催したいと考えております。 

  今後のスケジュールでありますけれども、２月１３日に給食主任会、中学

校のほう給食主任会を行っておりますので、その後に校長を含めたところで

アンケート結果を確認しながら意見交換をさせていただき、年度内にもう一
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度会議をさせていただいて、中学校給食の現時点までの総括、また学校のほ

うからの意見、要望とかありましたら、それを取りまとめさせていただきた

いと考えております。以上です。 

 

○山本教育長 

  中学校給食検討会議についてということで、スケジュール等の御説明がご

ざいましたが、これにつきましてまずは質問からお願いいたします。 

 

○山内委員 

  中学校の牛乳の在り方、牛乳給食のありようについても、当然、この会議

で議題となって出てくることはあり得るということですね。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  今日お諮りしている内容は、今時点までの総括のための会議を開催すると

いうことでございます。その結果を受けた次の段階の会議では、山内委員が

言われます件についても議題として出てまいりますので、検討していきたい

と考えております。以上です。 

 

○山本教育長 

  そのほかございましたら、お願いします。 

  続きまして、報告事項に移ります。令和２年直方市成人式（実績報告）に

ついて、安永部長、お願いします。 

 

○教育部長（安永由美子） 

  資料４をごらんください。令和二年成人式の出席者について御報告をいた

します。上に三点、丸ポツで記載しておりますけれども、対象者数は前年度

比較して１４％、７１人増加しております。出席者数は前年と比較して１

３％、４７人増加いたしております。出席率につきましては、例年どおり約

７０％であったということで、令和２年の実績合計で対象者が５７４名うち

出席者が４０８名で出席率が７１．１％となっております。 

  参考として過去３年間の実績を記載しております。平成２９年から三連休

の中日に、その前は実際の成人の日であります第２月曜日に式を開催してお

りましたが、２９年からは三連休の中日の日曜日に開催いたしております。  

前の年の平成２８年に比べまして、増加は二、三％で１０人以内ぐらいの

増加をいたしておりまして、２９年、３０年、３１年、大体同じような出席

率となっております。ことしにつきましては、対象者が多いということで出
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席者もふえたという状況でございます。 

  出席をされていない委員の方々のお手元には、このような式次第になるん

ですけれども置かせていただいております。これの裏側にＱＲコードがござ

いまして、このＱＲコードをスマホで読み取っていただきますと、ビデオレ

ターが今月末まで見ていただけますので、どうぞごらんいただきたいと思い

ます。以上でございます。 

 

○山本教育長 

  成人式についての実績報告でございましたが、これにつきまして何かござ

いましたらお願いいたします。 

  以上で報告事項を終わらせていただきます。その他に移ります。まず、２

月行事について、お願いします。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  ２月行事ついて説明いたします。座って説明させていただきます。 

  ３日、定例校長会議を行います。 

  ４日、中学校の職場体験学習に係るチャレンジウィーク学校部会を行いま

す。 

  同日、直方市教育論文審査会を行います。これは、市の行事ではありませ

ん。また、県立高校の推薦入試が行われます。 

  １２日、定例教育委員会。 

  １３日が第４回の学力向上検証委員会、一応そこに予定を書いております

が決定でございます。 

  １８日、火曜日、適応指導教室運営委員会を行います。 

  ２０日、初任者研修閉講式。 

  ２５日、教育論文等表彰式・発表会。 

  ２６日、直方市教科等研究会、これは中学校の教科等の研究会でございま

す。 

  また、直方市学校保健会研修会が全小中学校の管理職並びに養護教諭の参

加で行われる会議がございます。市の行事としては、以上です。 

  あと２月行事ではございませんが、２月の定例教育委員会で卒業式の委員

の皆様の担当割を提案させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

 

○山本教育長 

  ２月行事につきまして御説明でしたが、何か御質問がございましたらお願
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いします。 

   

○山内委員 

  学校行事のところで、２月２１日の金曜日、６年生のスキー教室、感田小

学校とありますが、これはスキー教室に行くということですか。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  学校から上がってきている行事なので、どんな内容か確認させていただき

ます。想像では、人工スキー場に行くのではないかと。 

 

○山内委員 

  バスに乗って行くわけですね。社会科見学に入るということですかね。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  体験活動となりますが、確認いたします。 

 

○山本教育長 

  ２月行事につきまして、ほかにございませんか。 

  次に、郷土資料室企画展について、お願いいたします。 

 

○教育部長（安永由美子） 

  資料６をごらんいただきたいと思います。 

  令和元年度の郷土資料室企画展についてのお知らせでございます。  

「国指定史跡筑豊炭田遺跡群」展ということで、開催いたします。日時は、 

令和２年２月１４日の金曜日から３月２９日の日曜日までです。場所は、直 

方市中央公民館２階の郷土資料室となっております。 

  ３０年度に筑豊石炭鉱業組合直方会議所及び救護練習模擬坑道、いわゆる

石炭記念館のところですが、国史跡の指定を受けました。昨年はこの会議所

の議事録を中心とした展示を行いましたが、今年度は筑豊炭田遺跡群を構成

する３市、直方市、田川、飯塚、田川伊田坑、それから飯塚の目尾炭鉱に広

げてスポットを当てて展示をしたいというふうに考えております。そして、

今年度は史跡名勝天然記念物の保護の取り組みが始まってから１００年とい

う年を迎えるということで、そのことを記念して記念物１００年展を文化庁

から借用されたパネルを使いまして展示をするということを企画いたしてお

りますので、御興味のある方、またお時間のある方はお運びいただきたいと

いうふうに思っております。以上でございます。 
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○山本教育長 

  郷土資料室企画展について、何かございましたらお願いします。 

  よろしいですか。以上で本日の案件は全て終了いたしました。会議録署名

委員の指名について、お願いいたします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  １月分の会議録署名につきましては、山内委員にお願いいたします。 

 

○山内委員 

  はい。 

 

○山本教育長 

  以上で、１月定例教育委員会を終了いたします。 

   

 

 

 

（署名） 

        直方市教育長 

           

          山本 栄司 

 

      

（署名） 

        直方市教育委員 

         

          山内 健 

           

 

 

 

 


